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この訳文を読まれる方へ	
 

石田佳織	
 

	
 

	
 

就学前学校とは	
 

	
 スウェーデンでは、1 歳から小学校

入学前の子どもが通う学校を就学前

学校(Förskolan)と呼びます。日本の

保育園と幼稚園を合わせたような教

育機関で、年齢の小さい間は保育の要

素が強く、年齢が上がるにつれて教育

的要素が加えられていきます。必ずし

も年齢別のクラス編成ではなく、全年

齢を混合したクラス分けをしている

就学前学校も多数あります。	
 

	
 

	
 

就学前学校の屋外環境指針	
 

について	
 

	
 この「就学前学校の屋外環境指針」

は、スウェーデン	
 ウメオ市（人口 11

万人程度で北部最大の街）で 2011 年

に作成された「就学前学校の施設指針

（Funktionsprogram	
 förskola）」の

中の、屋外環境に関する章を翻訳した

ものです。施設指針は計70頁に及び、

屋外環境以外に室内環境についても

多くの項が割かれています（参照：P.5	
 

目次）。この指針は、公立私立問わず

にウメオ市の全就学前学校に適用さ

れます。	
 

	
 屋外環境指針を紹介する前に、施設

指針が出来た経緯を、施設指針前文か

ら抜粋してお伝えしたいと思います。	
 

	
 

	
 就学前学校の施設指針の	
 

成り立ちや考え方について	
 

（施設指針の前文より抜粋・要約）	
 

	
 近年、ウメオ市では人口の増加と共

に子どもの数も増えています。また、

就学前学校のクラス定員数を 15 人に

減らすことが、ウメオ市議会で決議さ

れました。こうした状況に対応するた

めに、ウメオ市は現在約 330 クラスあ

る就学前学校を今後３年間で380クラ

スまで増設することを決め、学校の新

設と校舎増設を行うことになりまし

た。	
 

	
 就学前学校の環境は、子ども・教

員・保護者の日々の生活に大きな影響

を与えます。そのため、屋外を含めた

就学前学校の環境を、教育目標に沿っ

た望ましいものにするために、指針を

設けることになりました。	
 

	
 施設指針は、市の就学前学校・小学

校課、社会建築 施設課、社会建築 環
境・健康保全課の共同で作成されまし

た。また、指針作成の前段階として

2007 年にワークショップが開かれ、施

設指針の土台となる考え方が打ち出

されました（写真１・２、図１）。ワ

ークショップは、上の３つの市関連部

署に加えて、政治家、教職員組合、建

築事務所、ランドスケープ設計事務所、
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開発事業者、ウメオ大学デザイン科の

学生、環境と活動について研究してい

る現役教育者らによって行われまし

た。 

 
 
 

	
 

	
 

	
 

写真１・２.就学前学校の施設指針のためのワークショップの様子

 
 

	
 

図１.ワークショップで出された施設指針の基本理念
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 施設指針では、屋外環境の他に、玄

関・教室・昼寝室・洗面所・調理室・

職員室など室内各部屋の計画や、素材

や色などの内装、照明・配管設備・安

全管理・廃棄物管理・リサイクルとい

った技術面の計画について述べられ

ています。 
	
 施設指針の根底には、子どものこと

を、豊かな資質と能力を持ち、好奇心

や学ぶ意欲をもった存在として尊重

する考えがあります。こうした考えの

もと、子どもが自分で、もしくは友達

と協力しながら、探索や問題解決を通

して物事の意味や背景を理解してい

けるような教育が提案されています。

また、幼児であっても自身の体験や友

達との関わりの中から、自らの安全や

学びを確保しているという研究結果

を踏まえ、子どもを教える対象・守る

対象と捉えていた従来の教育から方

向転換し、新たな教育に挑戦する必要

があると述べられています。 
	
 このように子ども自身の力を引き

出すことと共に、持続可能な考え方や

暮らしを子どもたちが身につけるこ

とも、就学前学校の教育として重視さ

れています。施設指針前文の中で持続

可能な発展 (Sustainable develop- 
ment)について書かれた部分を以下に
訳しましたので、ご覧下さい。 
 

	
 

持続可能な発展	
 

	
 国による‘就学前学校の教育指針

Lpfö 98’（1998 作成）では「就学前学
校は持続可能な発展に貢献する使命

を持つ」とされている。持続可能性は、

生態学（エコロジー）・経済・社会問

題の３つ方向から共同で取り組む（図

２）。また、課題にどう取り組むかを

重視し、民主的に進める。就学前学校

の計画や建設時には、資源の節約に責

任を持ち、学校運営後も持続可能性を

考慮してエネルギー（電気や暖房）や

水を利用する。 
	
 Lpfö 98では次のように述べられて
いる。「就学前学校は、環境や自然保

全への取り組みに力を入れる。生態系

への配慮や未来への前向きな姿勢が、

就学前学校の活動に現れるようにす

る。子どもが、自然や環境に配慮した

り、人も自然の循環の一部であること

を理解できるように、就学前学校は手

助けをする。また、現在と未来にとっ

てのより良い環境を作るうえで、どの

ような暮らし方や行動が重要かを子

どもたちが理解できるように、学校の

活動を考える。」 
	
 子ども一人ひとりが以下の力を身

につけられるように就学前学校は取

り組む。 
・	
 自分の考えを表現する力、考えを

伝えて自分の状況を変えていく力。 
・	
 自分自身の行動や学校の環境に対
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して責任をもつ力。 
・	
 協同や意思決定に関わることで民

主主義を理解し、民主的に行動す

る力。	
 

 
図２.持続可能性のための学び	
 

図の太陽光線上に示した要素は、議論し行動

すべき課題。より多くの課題に取り組むこと

で、持続可能性への知識はより複合的になる。	
 

（Funktionsprogram	
 förskola	
 Umeå	
 Kommun） 

	
 

	
 

＜訳者より補足＞	
 

生態系とは： 

生物と、それを取り巻く環境（大気・土

壌・光・他の生物など）は、密接な関係

を持ちながら、生態系というまとまりを

形成しています。この相互関係に関する

学問が生態学やエコロジーです。 

 
持続可能な社会に向けて： 
スウェーデンでは、持続可能な社会への

取り組みとして、幼児期の教育にも力が

入れられています。これは、幼児期が価

値観の基礎を形成する重要な時期である

と考えられているためです。また、地球

環境に配慮するための第一歩として、幼

児期に自然の中で遊びながら自然を理解

していくことが重要だと考えられている

ためです。	
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施設指針の目次	
 

	
 

まえがき	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

なぜ施設指針なのか？	
 

・	
 背景	
 

・	
 関係者の包括的連携	
 

・	
 目標	
 

・	
 土台となった考えやプロジェクト	
 

・	
 一連のワークショップ	
 

・	
 物理的空間への子どもの関わり	
 

過去と現在	
 

・	
 歴史	
 

・	
 子どもの捉え方と学び	
 

ウメオの就学前学校	
 

・	
 就学前学校と小学校の目標と指針	
 

・	
 持続可能な発展	
 

建物と環境	
 

・	
 教育指針に基づく施設と環境	
 

・	
 埋め込まれたメッセージ：教育環境	
 

・	
 すべての人にとっての建物	
 

就学前学校建設のプロセス	
 

就学前学校のデザイン	
 

・	
 配置とデザイン	
 

・	
 計画時の原則	
 

技術面	
 

・	
 関係当局による指針	
 

・	
 素材と表面	
 

・	
 色	
 

・	
 内装	
 

・	
 暖房	
 

・	
 安全性	
 

・	
 照明	
 

・	
 電気,電話,テレビ,パソコン	
 

・	
 ごみの管理とリサイクル	
 

各部屋の面積	
 計算例	
 

	
 

入口と玄関	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

入口と玄関	
 

・	
 入口	
 

・	
 室内と屋外をつなぐ	
 

・	
 集いの場	
 

・	
 自分でできる	
 

機能的要件	
 

・	
 靴やコートの着脱場	
 

	
 

衛生面と管理	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

衛生面と管理	
 

・	
 衛生	
 

・	
 管理	
 

機能的要件	
 

・	
 オムツ替えや手洗いの部屋	
 

・	
 トイレ	
 

・	
 休憩やお昼寝の部屋	
 

	
 

教育のための部屋	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

教育のための部屋	
 

・	
 ４つの部屋と台所、それとも…	
 

・	
 運動：室内と屋外	
 

・	
 壁	
 

・	
 物置	
 

・	
 部屋のコンセプトと機能	
 

・	
 クラスごとの部屋と全体の部屋	
 

機能的要件	
 

・	
 制作遊び	
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・	
 水遊び	
 

・	
 料理	
 

・	
 食事とおやつ	
 

・	
 小規模なグループでの遊び	
 

・	
 大規模なグループでの集いと遊び	
 

・	
 共同の大部屋	
 

	
 

就学前学校の食事	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

台所と食事室	
 

食品の衛生と手順	
 

調理室	
 

機能的要件と規模	
 

	
 

屋外環境	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

就学前学校の屋外環境	
 

庭を計画する	
 

庭の規模	
 

	
 

職員室	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

職員室	
 

機能的要件	
 

	
 

	
 

	
 次のサイトから施設指針の原文が

ダウンロードできます。屋外環境指針

は、53-64 頁です。	
 

http://www.umea.se/download/18.77
b8c5dd12c9fa0d13e80002897/helafu
nktionsprogr100831r.pdf 
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就学前学校の屋外環境指針	
 

	
 

以下が、屋外環境指針の訳となります。 
（*）など青字で記した部分は、訳者から

の補足説明です。	
 

	
 

	
 

就学前学校の屋外環境————————	
 

	
 

	
 国の教育指針（läroplan）によると、

就学前学校は明確な教育的使命を持

ち、屋外環境は重要な教育環境とみな

されている。実際に子どもは、活動時

間の４−６割を屋外で過ごしている。

屋外の多様な環境のもとで多くの時

間を過ごす子どもは、より一層健康で

あることが科学的研究によって実証

されている。また、運動能力やバラン

スが培われ、身体がより活発になると

いう研究報告もある。屋外環境は、子

どもの心と体の成長を促してくれる。

また、考えた事や学んだ事を実践に活

かし、実践からさらに学ぶ上でも、屋

外環境は適している。	
 

	
 学校のような公共の環境は、誰もが

等しく利用でき参加できるものであ

り、自由にアクセスでき馴染みやすい

ものであるべきだ。	
 

	
 どのような屋外環境を作ればよい

のか、明確な答えがあるわけではない。

しかし、考慮すべき重要な事柄はある。	
 

・	
 全てを事前に計画する必要がある

か。	
 

・	
 屋外環境にはどのくらい変化を持

たせることができるか。	
 

・	
 素材は園内での活動内容に合わせ

て選ぶか、維持管理に基づいて選

ぶか。	
 

・	
 庭全体の見通しとプライベートな

場所をどう両立させるか。	
 

・	
 安全は基より、子どもにとって挑

戦しがいのある環境をどうデザイ

ンするか。	
 

以上の事などが考えられる。	
 

	
 

	
 

遊びと教育	
 

	
 就学前学校の屋外環境が、学びの環

境としてどうあれば良いか、改めて考

える必要がある。	
 

	
 創造的で刺激的な学び・遊び・コミ

ュニケーションのためには、いくつも

の集いの場が必要だろう。少人数・グ

ループ・全員のための集いの場。創造

的な活動・運動・遊び・安らぎのため

の集いの場。	
 

	
 子どもが求める刺激は年齢によっ

て異なるので、大きい子も小さい子も

それぞれに刺激を受け成長できるよ

うな環境を作る努力をすべきだ。	
 

	
 私たち大人が用意した場所（座る場

所・登る場所など）を、子どもが選ぶ

か、どう使うかは分からない。子ども
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はまず自分のしたいことを考え、次に

したい事を満たしてくれそうな素材

や場所を求める。（国による‘就学前

学校のための教育指針 Lpfö 98’より
「子どもがそれぞれの方法で表現し

てくる要求や興味に基づいて、環境の

デザインや教育計画を行う。」）	
 

	
 就学前学校は、‘持続可能な発展

（Sustainable	
 development）’や‘参

画 と 影 響 （ Participation	
 and	
 

influence）’	
 (*1)に意識的に取り組む。

屋外環境もこうした教育の場として

考え、心躍る体験ができ、動的・静的

なものが組み合わされるよう配慮す

る。	
 

*1）‘参画と影響’とは、子どもが社

会や学校での活動に対して、計画や

実行に関わり、自身を取り巻く状況

に影響を及ぼすことを述べています。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

＜考慮すること＞	
 

・	
 子どもの状態に合った環境がある

か。	
 

・	
 全ての子どもにとって利用しやす

い屋外環境か。	
 

・	
 子どもの視点に基づいて計画が立

てられているか。	
 

・	
 子どもの‘参画と影響’が屋外環

境に反映されているか。	
 

	
 

	
 

集いの場	
 

	
 庭にはいくつかの集いの場が必要

だ。	
 

	
 	
 

小規模な集いの場：子どものスケー

ルに合った、子どものための場所。囲

われた小さな空間で、少人数のための

場所。会話を楽しみ、遊び、作業する

ための場所。	
 

	
 

中規模な集いの場：小さなグループ
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のための場所。学校には、複数のこう

した場所が必要だろう。ちょっとした

話合い・おやつ・昼食・グループの集

い・グループで何かを始める際の場所。

子どもたちが作業するために椅子や

机を置く。	
 

	
 

大規模な集いの場：大きなグループ

のための場所。話合い・集い・上演・

情報伝達・歌・活動の合間や終わりに

集まるための場所。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

運動と技能	
 

	
 年齢による運動技能の差に応じた、

身体的挑戦のできる場所がいくつか

必要だ。子どもが好む場所の例として、

障害物のある小径・ツル植物・登れる

木・トンネルがある。どういった設備

や素材が適しているかは、庭の状況・

子どもの数・立地環境・活動の方向性

によって決まる。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

建てる・作る	
 

	
 板や管・煉瓦・ケーブル巻付け器具

（*2）などを保管するための場所と、

これらで遊ぶための場所を設ける。子

どもが物を作る場所が物置小屋やパ

ーゴラ・木の傍であれば、

日陰に入れたり、作ってい

る物を置いたり立てかけら

れるという利点がある。	
 

*2）ケーブル巻付け器具は、右の写

真のようなもので、学校の庭でも台

や遊具として用いられています。	
 

	
 

	
 

創造のための場所	
 

	
 絵を描く・彫るなどの芸術表現をす

る場所。ひらめきの源である屋外環境
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で、創造的な活動をする場所。室内だ

と創作活動をしたがらない子も、屋外

環境では夢中になって創作したり、ひ

らめきを得る場合が多い。創造のため

の場所には、座る場所があり、様々な

自然素材を用いて作ったり描いたり

するためのイーゼルや作業台がある

とよい。また、日よけや雨よけになる

屋根があり、水が使えるとよい。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

就学前学校の庭を計画する−——−	
 

	
 

	
 敷地の配置については、就学前学校

の場所や周辺の状況に基づき、良好な

微気候（*3）・空間機能・遊びや学びの

ための場所や素材・植栽エリアを持ち、

安全な屋外環境となるように計画す

る。また、合理的に維持管理ができる

ようにする。	
 

	
 庭は、子どもにとって屋外のリビン

グだ。子どもが季節の変化を体験でき、

五感で 4 つの要素（以下に詳細）を探

索する機会を持てるようにする。これ

よって子どもは自分の周りのものへ

の思いやりを育て、生きることへの基

本的理解を深めるだろう。	
 

*3)微気候とは、地表の凹凸や植物な

どの影響を受けて生じる、狭い範囲

の気候です。例えば、水田・林の内

外・斜面などに生じます。	
 

	
 

	
 

4 つの要素	
 

	
 

水	
 

	
 水は物を流したり、溶かしたり、く

っつけたりする。水は就学前学校に不

可欠だ。丸太を半分に切ってくりぬい

たような簡単な水路でも良いし、水を

ためるコンクリート製の容器でも良

い。小さな子でも水を砂場に運んだり、

水を用いて自然や素材を探索しやす

いよう、水道栓を配置する。	
 

	
 

土	
 

	
 土は植物が発芽・生長・開花するの

に必要だ。土の中では何かが這ったり
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ゆっくり動いている。土は匂う。粘土

質・砂質・腐植した土がある。土がな

ければ、ジャガイモもスグリもリンゴ

もヒマワリもミミズも育たない。子ど

もが土を感じ探索することで、土の重

要性を理解する機会を得られるよう

にする。	
 

	
 

火	
 

	
 すべての子どもが火を体験し、火の

重要性を学ぶことができるようにす

る。一つもしくは数個のたき火場を設

け、集う場所・暖をとる場所・屋外の

台所として、子どもが火に親しめるよ

うにする。	
 

	
 

空気	
 

	
 髪をなびかせる春の風は、自由とい

う感覚を与えてくれるし、軽やかな服

装と裸足ですごせる夏への希望を感

じさせてくれる。子どもは自分で作っ

た風車が回る様子や凧が上がって行

く姿を見た時、喜びと誇りを感じるだ

ろう。大きな石・密生した灌木・板塀

の陰にいると、安心し平和を感じる。

庭は子どもにこのような機会を提供

する。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

五感	
 

	
 

視覚	
 

	
 屋外環境は、形・色・肌触り・密度

が多様であるように考慮する。子ども

が美しい/汚い・開いている/閉じてい

る・温かそう/冷たそうなど様々な視

覚的刺激を受け、豊かな体験ができる

ようにする。	
 

	
 

聴覚	
 

	
 庭では、ポプラの葉が風にそよぐ

音・バケツに落ちる水ハネの音など子

どもが興味を持つ音や、口笛に挑戦す

るなど楽しげな音が聞こえる。庭の

様々な素材によって多様な音のイメ

ージや、音による風景が作られる。植

物は、葉の動き・音・手触り・形によ

って、より複雑な音風景を作り出して

くれる。こうした音のイメージや風景

によってそれぞれの場所が特徴づけ

られ、庭は理解し利用しやすくなる。	
 

	
 

嗅覚	
 

	
 木や樹皮・木材チップ・香りのある

植物など自然素材の匂いは、子どもに

様々な体験を与える。視力の弱い子に

とっても、香りのある場所が庭の所々

にあることで、環境に順応しやすくな

る。	
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触覚	
 

	
 手などの触覚は、冷たい・熱い・硬

い・柔らかい・滑らか・粗いなど素材

の違いを明確に感じる。設備や建物・

路面の素材を選ぶ際には、触覚の多様

性を考慮する。	
 

	
 

味覚	
 

	
 庭には様々な種類のベリーを数カ

所に植える(*4)。ベリーを摘むという

個人的な楽しみに加え、料理すること

はグループでの学びにも役立つ。慣ら

し保育の時には、ベリー摘みをしてい

ると、子どもの気持ちが落ち着いてく

るだろう。果樹を試すのもよい。	
 

*4）北スウェーデンでは灌木性のベ

リー類が、森にも庭にも多く見られ

ます。果樹の種類は多くありません。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

四季	
 

	
 

春	
 

	
 子どもが暖かな春の太陽を感じら

れる場所を設ける。草木の芽吹きや開

花を体験できるようにする。	
 

	
 

夏	
 

	
 初夏や晩夏に花を咲かせる植物

(*5)や蝶を誘う植物、食べられる実の

なる植物を植える。ライラックのよう

な芳香性の植物は初夏の気分を高め

てくれる。夏の最も暑い時期には、日

よけになる物があると、子どもも職員

も快く、くつろぐことができる。	
 

*5）北スウェーデンでは	
 夏に花が咲き

誇り、虫や鳥がにぎわい、日本の春から

初夏のようです。	
 

	
 

秋	
 

	
 9−10 月には、色とりどりに紅葉する

木々を子どもが楽しめるようにする。

底冷えのする 11 月には、お互い寄り
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添って過ごせるように、風よけを設け

る。	
 

	
 

冬	
 

	
 雪が降ると、他の季節にない空間の

広がりの中で、遊び、創造することが

できる。雪の丘に登ったり、雪像を作

ったり、洞穴を掘ったりすることがで

きる。また、ソリやスキーもできる。

冬の分厚い服によって、小さな子は行

動が制限されてしまうため、除雪の際

には、小さな子でも楽しめるように雪

を異なる大きさに積み上げたり、雪か

きする通路を計画する(*7)。	
 

	
 通路には照明を設け、植栽を照らす

などによって、暗くなっても庭で活動

できるようにする(*8)。照明を計画す

る際には、星空など暗闇ならではの体

験を妨げないよう配慮する。	
 

*7）学校の庭にも除雪車が入り、除

雪された雪は庭に積み上げられます。

積み上げられた雪は、格好の遊び場

となります。	
 

*8）ウメオの冬は 14 時頃から日が沈

み始めるため、日没後は照明をつけ

て外遊びをします。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 



 16 

	
 

	
 

	
 

敷地内の配置	
 

	
 

入口	
 

	
 入口は、その就学前学校らしさが来

訪者に伝わるようにし、かつ、歓迎す

る雰囲気を持たせる。	
 

	
 入口に学校名を、各教室の入口には

クラス名を表示する。入口付近には駐

輪場を設け、日よけの屋根が付いたベ

ビーカー置き場もあるとよい(*9)。	
 

*9）ベビーカーは散歩に加えてお昼

寝に用いることも一般的なため、ベ

ビーカー置き場が必要になります。	
 

	
 

建物	
 

	
 安全で発展性のある遊び環境・合理

的な交通体系・良好な微気候・排水性

を庭に確保するために、建物を計画的

に配置する。	
 

	
 庭にある物置小屋やその他の補助

的な建物は、空間を作り出したり、風

よけになる。ただし、見通しが悪くな

らないように配慮する。ゴミ収集場と

勝手口は、車が後進を最小限に安全に

停車できるように配置する。また、ゴ

ミ収集場は、職員や子どもが安全にゴ

ミを捨てに行けるように配置する。	
 

	
 

交通	
 

	
 自動車通行エリアと遊びエリアは

分離し、子どもの危険を最小限にする。

職員と訪問者のために駐車場を設け

る。駐車場は、車が危険な後進をした

り歩道を横切ったりすることなく、安

全に子どもを送迎できるように計画

する(*10)。	
 

*10）駐車場は、入口の正面付近では

なく、少しずらした場所に設けられ

ることが一般的です。そのため、子

どもが学校へ出入りする際に車と鉢

合わせしなくても良いようになって

います。	
 

	
 

空間	
 

	
 就学前学校の屋外環境は複数の空

間によって構成する。様々な素材を用
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い、大きさの異なる空間を作る。敷地

内のあらゆる自然の場所を利用し維

持するとよい。自然自体が持つ不規則

さによって特有の空間が作られる。さ

らに、草地や砂地(*11)を設けたり、灌

木や高木を植え、これらの空間が相ま

って屋外環境を構成するよう考慮す

る。屋外環境を緩やかに区切り、空間

に分けるために、庭にある高低差も検

討するとよい。	
 

*11）砂地は、砂場以外でも遊具の下

に敷かれたり、ボートと組み合わせ

て学校の庭や公園に敷かれています。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

微気候	
 

	
 快適な微気候を屋外環境に作り出

すために、土地の形状を活用する。例

えば、北側や風が強い場所に建物や風

よけを設ける、庭を空間に分ける、南

側の斜面に花・ベリー・果樹を植える。

微気候を活かし、植生や活動に個性や

多様性を与える。	
 

	
 高木や灌木は、快適な日陰を与えて

くれる。砂場など子どもが長時間過ご

す場所では、特に日差しを遮ることが

重要だ。屋根状の物があると日よけに

なるし、それが防水性の物であれば雨

天時でも屋外で過ごせる。屋根状の物

は、必要性に応じて木・ボール紙・キ

ャンバス生地・つる棚などで作ること

ができる。	
 

	
 

	
 

エリアと素材	
 

	
 

植栽	
 

	
 木や灌木を重層的に植栽し、屋外環

境における緑の骨格とするべきだ。重
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層的な植栽は、庭を空間に区切り、空

間と空間をより良い状態でつなぐ。ま

た、雑草の生育を抑えて手入れを簡単

にする。植栽の高低に変化をつけるこ

とで、様々な年齢の子どもに適した環

境となる。また、空間の境界を明確に

したり曖昧にすることができる。活動

エリアを植栽で囲うことによって、よ

り良い微気候がもたらされ、過ごしや

すくなるだろう。	
 

	
 

自然エリア	
 

	
 庭に自然本来の姿が残るエリアを

設けて保全する。自然は、不規則さや、

時間をかけて出来た生物相や群集構

造を有するため、学びと遊びにとって

重要な場所だ。しかし、自然は破壊さ

れると、元に戻すことは非常に難しい。

このエリアで剪定や伐採が必要な場

合は、専門的な技術をもって注意深く

行う。	
 

	
 自然エリアがなければ、自然に近い

環境を作り出すよう検討する。いろい

ろな高さの木を植えて不規則に伸ば

し、岩・切り株・丸太を補うとよい。	
 

	
 自然エリア以外の植栽は、花や実、

多様な色・形・構造・香りを補うよう

にする(*12)。	
 

*12)北スウェーデンでは気温が低い

ために、自然本来の状態では植物の

種類は多くありません。そこで、園

芸種を補い、庭に多様な環境を生み

出そうという配慮が伺えます。	
 

	
 

	
 
	
 

草地	
 

	
 草地(*13)を設ける際には、草シート

を用い、そこに立ち入らない期間を設

けて草を定着させる。草の丘は、緩や

かに丸みをつけると柔らかで気持ち

良く、管理する上でも好ましい。	
 

	
 ジャガイモや野菜などを栽培する

のに十分な土の深さがある場所やコ

ンポスト場(*14)を設ける。そして、子

どもの関心や素材がある時に適宜利

用する。栽培エリアは 15 ㎡程で、土

の深さは 40cm 以上にする。野菜以外

にも、見た目に美しい春タマネギや野

イチゴを栽培するのも良い。	
 

*13）草地は、芝生を中心に雑草も生

えている状態が一般的です。	
 

*14）コンポスト場：食べ物ごみや庭

で出た落ち葉・抜いた草・剪定枝を

堆肥化する場所で、専用の容器や木

枠が置かれています。子ども自身が

食べ物ごみを入れに行く場合もあり

ます。	
 



 19 

	
 

	
 

	
 

歩道	
 

	
 歩道は体系的に配置し、入口・庭・

建物を体系的につなぐ歩道を設け、耐

性のある素材を路面に用いる。また、

冬期には、除雪車がバックせずに広範

囲を動けるように計画する。歩道の幅

とコースは、子どもの活動に適したも

のにする。遊び道具を保管する物置小

屋は、除雪される道の傍に配置する。

その他、子どもが様々な動きや体験が

多様になるように、狭くしたり曲がり

くねらせた歩道も設ける。計画的な除

雪と適切な雪置き場によって、植栽・

照明・建物外観を保護し、子どもが面

白くて身体的挑戦ができる冬の遊び

を楽しめるようにする。	
 

	
 

	
 

縁	
 

	
 異なるエリアや素材の境界では、高

低差・素材・配置に考慮する。例えば、

砂地や植栽の縁は、除雪時に露出しや

すい。段差が大きいと利用しづらく、

耐久性のない素材だと頻繁に補修や

交換する必要があるだろう。また、硬

い縁は損傷を受けやすい。	
 

	
 

雨水の排水	
 

	
 駐車場と入口をつなぐ歩道や草地

に、水たまりや凍結が常時できること

のないように、雨水の排水に留意する。

砂で雨水の排水が詰まることのない

ように勾配を設ける。	
 

	
 

素材	
 

	
 遊び環境の素材は、子どもが何を求

めているのか・どんな体験をしたいの

かに基づいて選ぶ。維持管理を最小限

にするために、その場所にかかる負荷

に応じた丈夫な素材を選ぶ。	
 

	
 

	
 

安全性	
 

	
 就学前学校の屋外環境は安全である

べきで、子どもが事故にあったり負傷

する危険を最小限にする。しかし、子

どもの遊びが必要以上に制限されな

いようにする。入口周辺の交通環境は、

子どもと保護者が安全に通えるよう

配慮する。	
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 庭は木や金網でできた柵で囲い、子

どもが簡単に開けられないような門

を設ける(*15)。庭にある素材・設備・

建物の一部によって、落下・衝突によ

る怪我や切傷などを引き起こさない

ようにする。設備は、スウェーデンの

標準規定を満たすものを用いる。	
 

	
 照明は、活動内容や屋外環境の状況

に基づいて計画する。照明があること

で、庭での活動が増え、季節を問わず

庭を利用しやすくなる。 
*15）柵は、高さ１m 程のものが多く、

閉塞感はありません。ただし、車が

多く走る道路に接している場合は、

防音壁として下の写真のような背の

高い柵が設けられています。	
 

	
 

	
 

	
 

庭の規模−−−−−−−−−−−−−−−−−−	
 

	
 

	
 就学前学校の屋外環境については、

学校の敷地だけではなく、敷地外の自

由に利用できる場所についても考慮

する。庭の規模に関する規制はなく、

敷地と周辺地域の状況を考慮し総合

的に判断することが重要だ。就学前学

校は市街地や郊外で全く異なる状況

にあり、以下の例ように変化を持たせ

ることができる。	
 

・	
 住宅密集地にあり、自然地(*16)か

ら遠い。例）Ålidhem 地区の Tanden

就学前学校	
 

・	
 学校の敷地は小さいが、公園に隣

接する。例）Ålidhem 小学校内の

Solskenet 就学前学校	
 

・	
 市街地中心にあって交通量の多い

道路に囲まれており、自然地への

接点もない。例）Öst	
 på	
 sta’n 地

区の Uven 就学前学校	
 

・	
 市街地にあるが大きな敷地を持ち、

自然地にも近い。例）Rödberget

山 裾 に あ る Rödäng 地 区 の

Gitarren 就学前学校	
 

・	
 学校の敷地は非常に小さいが、遊

び場を提供してくれる公園が隣接

している。例）Sandbacka 地区の

Stengärdan 就学前学校	
 

*16）自然地は、林や森・湖・川を指

します。	
 

	
 スウェーデンでは‘アレマンスレ
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ッテン（Allemansrätten：自然享受

権）’という不文律の権利があり、「自

然は皆のもので、誰でも他者の所有

する森や土地に入っても良い」とさ

れています。ゴミを捨てたり生物を

傷つけるなど環境を乱す行為や所有

者に迷惑をかける行為は禁じられて

いますが、キノコやベリー摘みを楽

しむこともできます。	
 

	
 また、都市の中にも自然が必要と

の考えに基づき、既存の森を活かし

て開発が行われています。このため、

森に隣接する就学前学校も多く、学

校の活動にも森はよく利用されてい

ます。 

	
 

	
 

＜考慮すること＞	
 

・	
 交通量の多い地域で就学前学校を

計画する場合は、大気汚染に留意

する。	
 

・	
 自然素材を用いて活動する機会を

なるべく多く設ける。	
 

・	
 建物の配置や庭のつくりによって、

周囲からの騒音を防ぎ、静かな環

境をつくる。	
 

・	
 物置小屋は、配置・設備・保管内

容や方法について考える。	
 

・	
 様々な要求に合うように、砂の質

感や粒径が異なるものを用意する

（*17）。何かを作ったりままごとを

するための砂・指の間から簡単に

流れ落ちる砂・柔らかで飛び込む

ことのできる砂など。	
 

*17）スウェーデンでは砂場によって

粒の大きさが異なり、それによって

遊び方も異なっています。ひとつの

学校の庭や公園に、粒径の異なる砂

場がいくつか設けてある場合もあり

ます。	
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校庭例

焚火・BBQ場

数人乗りブランコ

ブランコ

菜園

屋根付き
ベビーカー置き場

物置小屋

物置小屋

自転車置き場

自転車置き場

滑り台

ソリすべりの丘

絵を描いて遊ぶ
アスファルト路面

斜面 / 
そり遊びのできる丘

就学前学校 (Förskolan）の屋外環境

スカットエルデン就学前学校（Förskolan Skattelden）, ウメオ

  

ランドスケープデザイン- WSP Samhällsbyggnad, 2008. 

    

テラス

障害のある人にも適した出入口

ベリーの茂み

自転車置き場

勝手口

座るための場所
自然エリア

小道

小屋

ベンチ
（東屋）

水遊び場

テラス

緑の敷地境界線

砂場

砂場

物置小屋

屋根付き
ベビーカー置き場

段差30mm



物置小屋

物置小屋

砂場（細かい砂・テーブル）
風よけ

固い路面のエリア
・地面に絵を描いて遊ぶ場所
・数へび（へびの絵の中に数字
　が並んでいるもの）

テラス

柔らかい芝の丘

ブランコ

園舎

登れる遊具

自転車道

駐輪場

防音用柵

コンポスト

空間をつくる
ための植栽 

勝手口

ベリーの茂み

   

   

ペンナン就学前学校（Förskolan Pennan）, ウメオ
ランドスケープデザイン- WSP Samhällsbyggnad, 2008. 

就学前学校 (Förskolan）の屋外環境

  2
3園庭例



  

トローレット就学前学校（Förskolan Trollet）, カルマール
ランドスケープデザイン
- Grönarummet Landskapsarkitektkontor, 2006. 

就学前学校 (Förskolan）の屋外環境

  2
4

園庭例

テラステラステラス

遊び小屋

砂場（細かな砂）

砂場　　
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訳者あとがき	
 

	
 

＜自然や地球環境に配慮した社会を

構築するスウェーデン＞	
 

	
 森に囲まれたスウェーデンでは、

人々は住宅地の側の森で散策やベリ

ー採りを日常的に楽しむなど、身近な

自然を愛し、日本とよく似た自然観を

持っています。けれど、工業化が進ん

だこの 50年程の間に、スウェーデン
は自然を保全し都市の中にも取り入

れるように発展し、日本は自然環境へ

の配慮なく開発する方向へ進みまし

た（日本では、この 10年程で自然環
境を保全する法整備は進んできてい

ます）。今の日本の都市や住宅地を作

ってきたのが、幼小の頃に自然に親し

んだ世代であるという事実からは、豊

かな自然体験だけでは、地球環境や自

然に配慮する力を身に付けられない

事が分かります。 
	
 スウェーデンでは、地震や台風がな

いうえ、夏の暑さも穏やかで、冬期の

低温を除いては自然の脅威は小さい

と言えます。このため、人工物を駆使

して自然を管理制御する必要がなか

ったのかもしれません。けれど、訳者

は、スウェーデンが自然や地球環境に

配慮する社会へと向かったことには、

他の理由もあるように感じます。その

一つは、人々の生態系への理解(エコ
ロジー)です。（生態系とは： 生物と、

それを取り巻く環境（水・土壌・大気・

光・他の生物など）は、密接な関係を

持ちながら、生態系というまとまりを

形成しています。この相互関係に関す

る学問が生態学やエコロジーです。）

スウェーデンでは、今から 60 年程前

に「森のムッレ教室」という幼児ため

の自然教室が始まりました。スウェー

デンの人口が 900 万人である中で、こ

れまでに 200 万人以上の子どもがム

ッレ教室を体験したと言われていま

す。ムッレ教室は、遊びの中で生態系

を学ぶ事を重視している点で、他の自

然教育とは異なります。ムッレ教室の

普及は、地球環境や自然に配慮する社

会の形成に一定の影響を与えたと考

えられます。生態系への理解があるか

らこそ、人間の行動が自然環境に与え

る影響について考えることができ、自

然や地球環境に配慮することができ

るようになったのではないでしょう

か。	
  
	
 二つ目の理由としては、長期的な視

野に立った社会づくりが挙げられま

す。現在だけでなく、今の子どもが大

人になる 15〜20年後にどういった社
会であるべきかを考え、それに向けて

段階的に課題を設定して取り組まれ

ています。今子どもである世代が将来

も豊かに暮らせるよう考えると、必然

的に、自然や地球環境に配慮する社会

構築が取り組むべき課題なったので
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しょう。 
	
 スウェーデンは今、将来にわたって

この地球上で、そしてそれぞれの地域

で、豊かに暮らし続けられるようにと、

持続可能な社会の構築に向けて国全

体で取り組んでいます。そのためには

人材育成から取り組む必要があると

考えられ、持続可能性のための教育が、

就学前学校を含めた教育機関に取り

入れられています（参照：屋外環境指

針 P.4-図 2）。この一貫として、自然

や地球環境に配慮する力を身につけ

るための環境教育も、学校教育の根底

に据えられています。 
	
 環境教育自体は日本でも行われて

いますが、日本とスウェーデンでは方

向性が大きく異なっています。日本で

環境教育といえば、エネルギーや廃棄

物のリサイクルといった、方法論や科

学技術を学ぶことが中心になってい

ます。また、環境教育を受ける年齢も

小学校以上が中心で、幼児期ではあま

り実践されていません。自然に関する 
取組みとして、自然豊かな場所への遠

足や田畑での収穫体験などは行われ

ていますが、日常的な取組みではなく

行事的になりがちです。一方スウェー

デンでは、日常の中で自然に親しみ、

生態系を理解することが自然や地球

環境に配慮できるようになるための

第一歩だと考えられています。幼児期

から成人までの一貫した環境教育に

よって自然を理解する国民を育てる

事が、持続可能な社会を実現するため

に必要な事だと考えられているので

す。ウメオ市の屋外環境指針は、この

ような自然体験を実現するためのも

のです。 
	
 スウェーデンが環境配慮型の社会

となった三つ目の理由としては、民主

主義の普及が考えられます。スウェー

デンでは、自分の意見を相手に伝え、

皆で話し合いながら課題を解決する

という民主主義が生活のあらゆる場

面に浸透しています。自然環境の保全

や住環境の整備においても、地域の

人々が自分たちの環境をより良いも

のにしようと意見を述べ行動したた

めに、むやみな開発が阻止され、自然

と調和した環境が整えられたと考え

られます。 
	
 自分の意見を持ち、皆で話し合いな

がら課題に取り組んでいくことは、持

続可能性のための教育においても重

視されています。こうした教育によっ

て、国民一人ひとりが自らの状況をよ

り良く変えていく力を身に付けるこ

とが、より良い社会を築いていく上で

不可欠だと考えられているためです。

ウメオ市の屋外環境指針では、この点

についても述べられています（参照：

屋外環境指針P.4）。 
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＜子どもと身近な自然＞ 
	
 現在の日本では、子どもがのびのび

と遊べて、自然と触れ合える環境が少

なくなっています。住環境の中から田

畑や水辺がなくなり、自分たちと自然

とのつながりを理解することは難し

くなってきました。また、多くの場所

で、地面はコンクリートやアスファル

トで覆われ、植栽は見た目や維持管理

が重視されているために、子どもが体

中で自然に親しむことが難しくなっ

ています。 
	
 ウメオ市の指針でも触れられてい

るように、自然は子どもの心身の成長

にとって非常に優れた環境です。自然

の中で遊んでいると、その多様さや不

規則さゆえに感性や好奇心が刺激さ

れ、総合的な運動能力も鍛えられます。

また、子ども自身が様々な遊びや遊び

道具を生み出しやすく、創造する力も

育まれます。現代では、感性を刺激し

たり体を使わせる遊具や玩具は多く

あり、またスポーツもさかんに行われ

ていますが、自然ほど、心身を総合的

に発達させてくれるものはないよう

に思います。 
	
 子どもの心身の成長に加え、自然や

地球環境に配慮する力を身に付ける

土台としても、幼児期に自然の中で遊

びながら、自然の楽しさを体感したり、

生きものに愛情を感じることが重要

です。人は、自然を加工して生活に必

要な物を作り、自然との関わりの中で

様々な文化を育んできました。また、

自然に触れる中で精神的な豊かさも

得ています。このように自然は私たち

にとってなくてはならないものであ

り、自然が健全に続いてこそ、私たち

は豊かに暮らしていくことができま

す。そのためには、ひとり一人が「自

然がどう成り立っているのか、私たち

にとってどのような存在なのか、私た

ちはどう自然と関わっていくのか」と

いった自然観を持つことが大切です。

けれど、現代では、日々の生活の中で

自然に触れる場所や機会が少なくな

っています。こうした現状だからこそ、

今改めて教育の中で自然観を育くむ

必要があるように思います。自然観を

育くむ上で、次の５つが鍵となります。 
1.自然の中で遊ぶ・感じる 
2.自然への共感や愛情を育くむ 
3.生態系への理解を深める 
4.暮らしと自然をつなぐ 
5.先祖や地域から受け継いできた自
然観を子どもに伝える 
	
 自然観を育てるための５つの鍵の

うち、自然の楽しさを体験し、生きも

のに共感するのに最も適した時期が、

幼児期から学童期の始めにかけてで

す。この時期は、自己と他者の境界が

曖昧であるために、目の前の自然と自

己を一体化でき、愛情や共感を持ちや
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すいためです。また、五感をめいっぱ

い使って体中で自然を楽しめるのも

この時期です。こうした幼児期から学

童初期にこそ、日々の生活の中で自然

と関わり、関わる中で自然への理解も

深めていくことが重要です。生態系・

暮らしとのつながり・受け継いできた

自然観についても、机上で学ぶのでは

なく、自然と実際に関わりながら学び

を深めていく必要があります。そして、

この自然観を育くむ場として重要な

のが、日常的に関わりながら学べる、

家庭の庭・園庭校庭・公園・地域の自

然などの身近な自然です。自然を理解

する上では、個々の生きものを知るだ

けでなく、生態系（全体としてどのよ

うに成り立っているのか）を理解する

ことが重要です。生態系は難しく考え

るのではなく、「目の前の生きものは

どんな風に暮らしているのだろう？

その周りには何があって、どのように

つながっているのだろう？私たちの

暮らしと自然はどんな風につながっ

ているのだろう？」といった視点で自

然と向き合い、子どもに問いかけなが

ら一緒に考えていくことだと思いま

す。	
 

	
 幼児期から学童期の始めにかけて、

日々の中で自然と関わりながら、自然

への愛情を育み、理解を深めていく。

この土台ができてこそ、心から自然を

大切だと思え、小学校・中学校と年齢

が上がると共に学ぶエネルギーやリ

サイクルなどの方法論や科学技術と

合わせて、最善の方法での環境配慮を

考えていくことができるのだと思い

ます。こうした幼児期から成人までの

段階的な環境教育が、私たちがこの地

球上そしてそれぞれの地域で末永く

暮らしていくために必要なのではな

いでしょうか。（参照：図１．段階的

な自然との関わり） 
	
 加えて、子どもが自分の周りの環境

に責任を持ち、皆で話合いながら行動

する機会を持てるようにすることも

必要です。自分の場所や周辺の清掃や

ごみ拾い、食物の栽培や食物ごみや落

ち葉による堆肥づくり、そして子ども

自身が庭づくりや地域の自然保全に

関わること、などが考えられます。こ

うした取り組みによって、自然への理

解を基に、自分の環境をより良くして

いくという、学びと実践の好循環が生

まれます。これは、幼児期から成人ま

で一貫して取り組んで行くべきもの

です。できれば、子ども自らが生活の

中で課題を見つけ行動することを目

指し、それが難しい年齢では、教員な

ど周囲の大人による問いかけや活動

の提案などのサポートが求められま

す。  
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小学 
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土 
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生態系の理解： 
日常の体験のなかで 

人の暮らしと 
自然とのかかわりを体験 
（庭・菜園・地域の自然） 

科学技術・方法論を学ぶ 

小学 
低学年　　　　　 

より深く、知識 
として学ぶ 

成人　　　　　 

自分の考えを伝え、話合い、行動する 
（それぞれの段階で、行動に移していく） 

地球全体の持続可能性 
を考える ����!

����!

����!

→ 

����!

図1．年齢による、段階的な ‘自然との関わり’ 

心と体をめいっぱい使って 
自然の楽しさや喜びの体験 

����!

����!

����!
 
 
 

自分たちで計画し、 
実行する → 

	
 

＜園庭校庭の役割＞	
 

	
 現代では、親の共働きによって子ど

もたちは一日の多くの時間を保育施

設や学校で過ごしています。園庭や校

庭は子どもにとって最も身近な屋外

環境のひとつとして今後重要な役割

を担っていくと考えられます。従来、

日本の保育・幼稚園や小学校の庭は、

グラウンドを中心として、主に運動を

考慮して作られてきました。けれど今

後は、子どもが心身を成長させ、自然

や地球環境に配慮する力を身に付け

るための場所として捉え直す必要が

あるように思います。こうした視点に	
 

	
 

立った時、ウメオ市の屋外環境指針は、

園庭校庭の環境づくりにおいて多く

のことを示唆してくれています。また、

建物の外周りや公園、地域環境の整備

においても参考となるように思いま

す。 
	
 ウメオ市の屋外環境指針は、スウェ

ーデンの自然や文化に即したもので

す。けれど、指針の根底に流れる考え

方は、世界中すべての子どもにとって

大切なことのように思います。私たち

は、その根底にある考え方を学び、日

本の自然や文化、そして園や学校が属

する地域の自然や文化を汲んで、再構

石田佳織 
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成していくことで、より良い子ども環

境を築いていくことが出来るのでは

ないでしょうか。 
	
 さらに、屋外環境指針では触れられ

ていませんが、ハード面の整備と共に、

教師など傍にいる大人が子どもにど

う関わるかのソフト面も整えていく

必要があります。周りの大人が、自然

の中で遊ぶことによる成長や学びを

理解した上で、子どもを自然の中へ導

きます。この際には、大人による過剰

な禁止や管理は控え、子ども自身が考

え、体験を通して危険回避力や責任を

育てられるよう支援します。また、環

境教育の意義や生態系を理解した上

で、子どもが自然への理解を深められ

るように言葉がけをしたり、活動を組

み立てていくことも重要です。	
 

	
 

	
 思い描いて下さい。園庭や校庭では、

子どもたちが、自然に囲まれながらの

びのびと遊び、様々なことを感じなが

ら、心身をはぐくんでいます。また、

自然への理解を深め、自分が自然の一

部としてつながり生きていることを

実感しながら、自然や地球環境に配慮

する暮らしを実践しています。	
 

	
 こうした子どもの頃の体験が、個人

そして社会にとってのより良い未来

へとつながっていくのだと思います。	
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石田佳織（園庭研究所	
 代表）	
 

	
 

	
 

	
 スウェーデンの自然環境・子ども環境・森

のムッレ教室については以下のブログにて写

真と共にご覧頂けます。

http://aurorakaori.blogspot.jp	
 

	
 

	
 訳者あとがきでは、幼児期からの環境教育

や環境整備について書かせて頂きました。で

は、子どもの傍にいる大人一人ひとりは、子

どもと自然をどうつなげれば良いのでしょう

か。この視点での勉強会を、先生方・保護者

の方向けに、園庭研究所より開催しています。

勉強会をご希望の方は、石田までご連絡下さ

い。下記の HPからもご確認頂けます。 

http://ameblo.jp/hagukumino-niwa/

entry-11530742862.html	
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